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　胃癌の治療においては，まずは確実な診断技術により適切な治療法を選択し，手術を含む集学的治
療により根治を目指すことが優先されることは言うまでもない．そして誰もがそこを目指して日夜努
力しているがゆえに，わが国における胃癌による死亡率は着実に低下している．手術療法において
は，古くから行われてきた術式のどの部分が予後に影響しないかが細かく解析されて内容が簡素化さ
れ，腹腔鏡下手術の普及で低侵襲化が進み，ロボットの活用によりそれが完成形に到達しつつある．
さらに薬物療法の進歩により Stage Ⅲ胃癌の再発の頻度が抑えられ，Stage Ⅳ胃癌も conversion 
surgery の恩恵を受けるようになった．
　しかし，こうした中でも，手術により胃を失った場合の胃切除術後障害の問題は未解決である．い
やいや，もう解決しているよと言い切る外科医も実は存在し，その人にも敢えて執筆を依頼して今回
の特集「術後 QOL を重視した胃癌手術と再建法」を組んだ．とは言え，私自身はこの問題はまだ解
決していないと考えているし，胃切除術後障害の研究の手法についてすら，執筆者によって考え方は
まちまちである．それでも現時点でこのテーマについてこれ以上の内容は望めないような熱心な研究
者で執筆陣を構成することができ，この領域の現状を知る観点から読み応えのある特集になったと自
負している．この特集のコアは永年にわたって胃切除術後障害の研究に取り組まれ，多少の意見の相
違も寛容に受け止める ALL JAPAN の研究体制を確立され，リーダーシップを発揮して来られた中
田浩二先生（東京慈恵会医科大学，現所属・川村病院）による「PGSAS 研究」である．
　内視鏡の進歩により診断技術がさらに洗練されたことに加え，内視鏡的切除の適応が拡大され，早
期胃癌における臓器温存の可能性は高まるばかりである．また，バイオマーカーで適切に選択された
切除可能固形癌で免疫チェックポイント阻害薬が著効しているとの報告も出始めており，こちらでも
臓器温存，すなわち進行胃癌を薬物で治すことがまったくの夢物語ではなくなる兆しがほのかに感じ
られるようになった．しかし，まだ当分の間は胃外科医の活躍が必要であり，その日常は胃切除術後
障害との闘いであり続けることになる．胃癌の手術を執刀する先生方には，根治性のみならず術後の
患者さんの QOL に気を配っていただき，時には胃外科術後障害研究会にご参加いただくとともに，
そのウェブサイトで入手できる PGSAS 関連ツールをご活用いただきたい． （小寺泰弘）
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